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3

書
く

伊
勢
物
語
の
書
物

　

一
千
部
以
上
の
『
伊
勢
物
語
』
写
本
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
い
う
研
究
者
の
方
が
お
ら
れ
る
が
、『
源
氏

物
語
』
に
比
べ
て
も
、
現
存
す
る
『
伊
勢
物
語
』
写
本
の
数
は
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ
だ
け
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
、
書
か
れ
、
読
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
両
作
品
の
物
理
的
な
量
の
問
題
も
関
わ
っ

て
い
よ
う
。

　

概
算
で
『
伊
勢
物
語
』
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
七
十
枚
程
度
、
こ
れ
が
『
源
氏
物
語
』
だ
と

二
千
五
百
枚
く
ら
い
に
な
る
。
室
町
時
代
の
貴
族
で
あ
る
三
条
西
実さ

ね
た
か隆

（
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）
は
、

自
身
の
日
記
『
実
隆
公
記
』
に
「
伊
勢
物
語
新
写
立
筆
」（
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月
二
日
条
）
と

記
し
た
四
日
後
に
、「
伊
勢
物
語
終
書
写
之
功
」
と
書
写
を
終
え
て
い
る
。
別
の
と
こ
ろ
で
は
「
今
日
伊

勢
物
語
立
筆
、
十
余
丁
書
之
」（
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
六
月
五
日
条
）
と
記
し
、
翌
日
に
も
「
伊
勢

物
語
十
余
丁
書
之
」
と
あ
る
。
今
の
数
え
方
で
あ
れ
ば
、
実
隆
は
一
日
に
二
十
数
頁
書
い
て
い
る
こ
と
に

な
る
（
現
存
す
る
実
隆
筆
『
伊
勢
物
語
』
は
本
文
だ
け
で
七
十
五
丁
前
後
、
百
五
十
頁
く
ら
い
）。

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
が
『
伊
勢
物
語
』
を
書
く
と
し
た
ら
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

（
加
藤
洋
介
）
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伊
勢
物
語　
伝
近こ

の

衞え

信の
ぶ

尋ひ
ろ

筆

奥
書
は
記
さ
れ
ず
、
極
札
等
の
文
書
も
附
属
し
な
い
。
附
属
す
る
箱
の
蓋
表
に
附
さ
れ
た

題
簽
に
「
伊
勢
物
語　

信
尋
公
筆
」
と
あ
る
が
、「
信
尋
公
筆
」
の
部
分
は
も
と
の
文
字
を

摺
り
消
し
た
上
に
記
さ
れ
て
お
り
、
伝
来
の
途
上
で
近
衞
信
尋
（
一
五
九
九
〜
一
六
四
九
）

筆
の
伝
称
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
紅
色
や
橙
色
な
ど
の
鮮
や
か
な
色
変
わ
り
の
料
紙
に

一
面
に
胡
粉
を
引
き
、
蝶
・
藤
・
竹
・
菊
・
楓
な
ど
の
大
型
文
様
を
雲き

母ら

刷
り
し
て
下
絵

と
す
る
華
麗
な
装
飾
写
本
で
、
物
語
本
文
は
、
三さ

ん

藐み
ゃ
く

院い
ん

流
（
信
尋
の
父
・
信の

ぶ

尹た
だ

〈
一
五
六
五

〜
一
六
一
四
〉
を
祖
と
す
る
書
流
）
の
書
風
で
記
さ
れ
る
。
信
尋
の
筆
跡
と
す
る
の
も
納

得
さ
れ
る
豪
華
な
写
本
で
あ
る
が
、
そ
の
真
跡
で
あ
る
確
証
は
な
く
、
今
後
の
検
討
が
俟

た
れ
る
。
図
録
１
。

（
海
野
）

﹇
九
八
―
二
〇
四
﹈

〔
江
戸
前
期
〕
写

三
三
・
五
×
二
三
・
七
糎 

列
帖
装
一
帖

28

伊
勢
物
語　
伝
黒く

ろ

田だ

長な
が

興お
き

筆

公
卿
烏
丸
光
広
に
和
歌
を
学
び
、

俳
人
雛ひ

な

屋や

立り
ゆ
う

圃ほ

（
一
五
九
五
〜

一
六
六
九
）
と
親
交
す
る
な
ど
文
雅

を
愛
し
た
大
名
で
あ
っ
た
筑
前
秋
月

藩
初
代
藩
主
黒
田
長
興
（
一
六
一
〇

〜
六
五
）
筆
と
し
て
伝
わ
る
写
本
。

箱
の
蓋
に
は
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る

藤
巴
が
摺
ら
れ
、「
長
興
公
御
自
筆

折
本
伊
勢
物
語
り
御
神
体
に
て
可
祈

候
事
」
と
の
墨
書
も
あ
り
、
木
釘
で

厳
封
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
藩

祖
の
筆
跡
と
し
て
祭
祀
の
対
象
と
さ

れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
長
興

筆
か
否
か
は
未
詳
な
が
ら
、
こ
な
れ

た
定
家
様
の
筆
跡
と
い
い
、
物
語
を

写
す
際
の
作
法
通
り
起
筆
が
第
一
丁

の
裏
側
か
ら
で
あ
る
点
と
い
い
、
筆

写
者
の
高
い
教
養
を
感
じ
さ
せ
る
写

本
で
あ
る
。
五
三
桐
文
緞
子
表
紙
。

見
返
し
に
は
山
・
海
辺
の
風
景
を
描

く
墨
絵
あ
り
。
極
小
枡
型
本
。
定
家

本
・
武
田
本
・
流
布
本
系
統
の
本
奥

書
を
有
す
る
。
図
録
８
。
（
一
戸
）

﹇
九
八
―
二
五
〇
﹈

〔
江
戸
前
期
〕
写

九
・
八
×
九
・
四
糎 

列
帖
装
一
帖
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伊
勢
物
語　
伝
中な

か
の
い
ん院
通み

ち
む
ら村
筆

奥
書
は
附
さ
れ
な
い
も
の
の
、
巻

末
に
古こ

筆ひ
つ

了り
ょ
う

佐さ

（
一
五
七
二
〜

一
六
六
二
）
に
よ
る
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
の
年
紀
を
記
し
た
極

書
が
あ
り
、
中
院
通
村
（
一
五
八
八

〜
一
六
五
三
）
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と

が
証
さ
れ
る
。
通
村
は
幾
種
も
の
書

風
を
書
き
分
け
た
能
筆
で
も
あ
り
、

筆
跡
の
特
徴
か
ら
書
写
者
を
見
極
め

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
本
に
記
さ
れ

る
筆
跡
は
通
村
の
も
の
と
み
て
違
和

感
は
な
い
。
巻
末
に
極
書
を
附
し
た

了
佐
と
通
村
と
は
同
時
代
を
生
き
た

人
物
で
も
あ
り
、
本
書
が
通
村
の
真

跡
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
。
雲
形
・

唐
人
・
菱
・
水
辺
・
獅
子
の
丸
文
な

ど
を
空
刷
り
し
た
色
変
わ
り
の
美
麗

な
料
紙
に
書
写
さ
れ
た
、
江
戸
時
代

前
期
の
美
意
識
を
反
映
し
た
逸
品
で

あ
る
。
図
録
３
。

（
海
野
）

﹇
九
八
―
二
四
八
﹈

〔
江
戸
前
期
〕
写

一
六
・
九
×
一
七
・
〇
糎 

列
帖
装
一
帖

32

伊
勢
物
語　
伝
二
条
為た

め
し
げ重
筆

巻
末
に
藤
原
定
家
の
武
田
本
奥
書
を
記
し
た
後
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
に
冷れ

い
ぜ
い泉

為た
め
ひ
で秀

が
将
軍
足あ

し

利か
が

義よ
し

詮あ
き
らに

藤
原
定
家
筆
の
伊
勢
物
語
を
献
上
し
た
際
に
書
き
写
し
、
手
許
に
留

め
た
本
で
あ
る
と
の
奥
書
を
持
つ
。
本
書
は
そ
の
転
写
本
。
八
月
一
日
（
朔
日
）
の
日
付

か
ら
み
て
、
八
朔
と
い
う
付
き
合
い
の
あ
る
者
同
士
で
贈
り
物
を
贈
り
合
う
当
時
の
贈
答

儀
礼
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
贈
答
と
は
い
え
、上
位
の
権
力
者
か
ら
の
「
催
促
」
と
あ
っ

て
は
苦
渋
の
決
断
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
定
家
筆
の
武
田
本
は
今
日
に
伝
わ
ら

な
い
が
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
冷
泉
家
か
ら
室
町
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
、
さ
ら
に
後ご

柏か
し
わ

原ば
ら

天
皇
や
細ほ

そ
か
わ川

幽ゆ
う
さ
い斎

の
手
許
に
あ
っ
た
こ
と
が
他
の
伊
勢
物
語
の
奥
書
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

武
田
本
の
伝
来
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
図
録
１
。

（
加
藤
）

﹇
九
八
―
五
﹈

〔
南
北
朝
期
〕
写

二
四
・
九
×
一
六
・
七
糎 

列
帖
装
一
帖



33

33

伊
勢
物
語　
中
宮
寺
本

雲
母
引
き
の
薄
様
斐
紙
を
用
い
た
優
美
な
枡
型
本
。
紺
地
紋
紗
の
布
表
紙
（
後
補
）
で
、

前
見
返
し
は
水
色
具
引
、
後
見
返
し
は
黄
色
具
引
の
料
紙
に
、
そ
れ
ぞ
れ
金
銀
泥
で
秋
草

を
描
く
。
初
段
よ
り
四
十
三
段
前
半
ま
で
を
欠
い
て
お
り
、
も
と
は
二
帖
で
あ
っ
た
か
。

巻
末
に
別
筆
で
「
中
宮
寺
長
老
也
重
恵
」
と
見
え
る
ほ
か
、
本
文
中
二
箇
所
に
わ
た
っ
て

「
中
宮
寺
」
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
て
は
奈
良
の
尼
寺
中
宮
寺
に
伝
来
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
長
老
と
は
住
持
を
意
味
し
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
五
五
）
に
伏
見
宮
貞さ

だ

敦あ
つ

親
王
の
皇
女
高
祐
尊
智
の
入
寺
以
降
、中
宮
寺
の
住
持
は
宮
家
の
皇
女
が
継
承
し
た
が
、「
重

恵
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
図
録
３
。

（
恋
田
）

﹇
九
八
―
一
〇
﹈

〔
鎌
倉
末
期
〕
写

一
五
・
三
×
一
五
・
一
糎 

列
帖
装
一
帖
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伊
勢
物
語　
順
覚
筆

巻
末
に
「
抑
伊
勢
物
語
根
源
、
古
人
説
々
不
同
」
で
始
ま
る
、
藤
原
定
家
の
根
源
本
系
統

の
奥
書
を
持
つ
。
さ
ら
に
こ
れ
に
続
け
て
、「
寛
元
四
年
三
月
廿
八
日
」
の
明
教
、「
文
永

九
年
十
二
月
十
二
日
」
の
定
円
、「
暦
応
四
年
十
一
月
一
日
」
の
順
覚
と
い
う
三
名
の
奥
書

が
あ
る
。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
は
藤
原
定
家
の
死
後
五
年
目
に
あ
た
る
も
の
で
、
文

永
九
年
（
一
二
七
二
）・
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
も
鎌
倉
・
南
北
朝
期
と
い
う
古
い
年
号

で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
「
不
忍
文
庫
」（
江
戸
時
代
の
学
者
、屋
代
弘
賢
）、「
阿

波
国
文
庫
」（
徳
島
藩
主
蜂は

ち

須す

賀か

家
）
の
蔵
書
印
や
「
月
明
荘
」（
故
反
町
茂
雄
の
古
書
肆
・

弘
文
荘
）
の
印
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
本
の
伝
来
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
興
味

深
い
。
図
録
１
。

（
加
藤
）

﹇
九
八
―
九
﹈

暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
写

二
三
・
九
×
一
八
・
一
糎 

袋
綴 

一
冊
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伊
勢
物
語　
伝
一
条
兼か

ね

良ら

筆

紺
地
七
宝
唐
草
金
襴
表
紙
で
鳥
の
子
紙
の
豪
華
な
装
訂
。
奥
書
は
無
い
が
、
外
箱
に
貼
付

さ
れ
た
題
簽
や
帙
題
に
「
一
条
兼
良
筆
本
」「
伝
一
条
兼
良
筆
本
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
井

上
通
泰
旧
蔵
。
七
十
五
段
途
中
か
ら
七
十
八
段
途
中
ま
で
を
飛あ

す

鳥か

井い

雅ま
さ
あ
き章

（
一
六
一
一
〜

七
九
）
の
補
筆
と
す
る
井
上
通
泰
の
極
書
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二

〜
八
一
）
筆
『
伊
勢
物
語
』
は
数
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
本
書
は
、
兼
良
の
筆
跡
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
日
本
古
典
全
集
第
三
期
八
『
伊
勢
物
語
』（
日
本
古
典
全
集
刊
行

会
、
一
九
二
八
年
）
に
影
印
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
小
山
）

﹇
九
八
―
一
六
﹈

〔
室
町
後
期
〕
写

一
六
・
四
×
一
一
・
五
糎 

列
帖
装
一
帖

36

伊
勢
物
語

『
伊
勢
物
語
』
の
写
本
。
巻
末
に
あ
る
宝
暦
七
年
の
冷
泉
為
村
の
奥
書
か
ら
、
本
文
の
筆
者

は
三
条
西
公
条
、
外
題
の
筆
者
は
冷
泉
為
久
、
本
書
は
所
々
焼
け
て
失
わ
れ
た
部
分
が
あ

る
が
、
そ
こ
を
白
紙
で
補
い
、
為
村
が
補
筆
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
奥
書
の
「
此
一
帖
よ

く
ぞ
世
に
の
こ
れ
る
」
と
い
う
一
文
か
ら
は
、
本
書
の
残
存
を
喜
ぶ
為
村
の
姿
が
う
か
が

わ
れ
る
。
本
書
は
「
定
家
本
」
と
同
じ
く
百
二
十
五
段
二
百
九
首
か
ら
な
る
が
、
定
家
の

奥
書
や
勘
物
は
な
い
。
公
条
（
一
四
八
七
〜
一
五
六
三
）
は
、
室
町
後
期
の
公
卿
で
実
隆

の
子
、
歌
学
や
古
典
学
の
最
高
権
威
と
し
て
重
き
を
な
し
た
三
条
西
家
を
代
表
す
る
一
人

で
あ
る
。
為
村
（
一
七
一
二
〜
七
四
）
は
江
戸
時
代
中
期
を
代
表
す
る
歌
人
で
、
冷
泉
家

中
興
の
祖
。
図
録
５
。

（
本
廣
）

﹇
九
八
―
三
三
﹈

〔
室
町
後
期
〕
写 

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
補
筆

二
三
・
〇
×
一
七
・
〇
糎 

列
帖
装
一
帖

三さ
ん

条じ
ょ
う

西に
し

公き
ん

条え
だ

筆 

冷れ
い

泉ぜ
い

為た
め

村む
ら

補
筆
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伊
勢
物
語　
近
衞
基も

と
つ
ぐ嗣
筆

巻
末
に
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
近
衞
尚ひ

さ
つ
ぐ嗣

（
一
六
二
二
〜
五
三
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

奥
書
が
あ
り
、
筆
者
を
尚
嗣
の
先
祖
の
近
衞
基
嗣
（
一
三
〇
五
〜
五
四
）
と
す
る
。
こ
れ

以
外
の
定
家
本
等
の
奥
書
を
持
た
な
い
が
、「
い
ひ
や
り
け
る
」（
初
段
）
が
「
い
ひ
や
り

た
り
け
れ
は
女
」
の
よ
う
に
他
に
ま
っ
た
く
見
い
だ
せ
な
い
本
文
に
な
っ
て
い
た
り
、「
や

う
や
う
あ
き
か
た
に
や
思
け
ん
か
ゝ
る
う
た
を
よ
み
け
り
」（
一
二
三
段
）
が
「
よ
み
よ
み

け
る
」
の
よ
う
に
何
ら
か
の
脱
文
を
想
定
さ
せ
る
な
ど
、
本
文
の
性
格
を
定
め
に
く
い
も

の
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
と
い
へ
り
け
れ
は
」（
五
十
段
）
が
「
と
い
へ
り
け
れ
は
女
か
へ
し
」

の
よ
う
に
非
定
家
本
や
初
期
定
家
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
本
文
に
近
い
こ
と
は
、
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
図
録
５
。

（
加
藤
）

﹇
九
八
―
八
﹈

〔
室
町
期
〕
写

 

二
三
・
二
×
一
五
・
六
糎 

列
帖
装
一
帖
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真
名
本 

伊
勢
物
語　
日ひ

野の

資す
け
の
り矩
筆

真
名
本
は
、
漢
字
の
み
を
用
い
て
万
葉
仮
名
風
に
本
文
を
記
し
た
特
異
な
『
伊
勢
物
語
』
の

伝
本
で
あ
り
、寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

写
本
も
数
本
現
存
し
て
お
り
、
本
書
は
そ
の
一
本
で
あ
る
。
本
文
に
も
定
家
本
等
と
は
異
な

る
独
自
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
重
要
な
資
料

の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
は
奥
書
に
よ
れ
ば
、「
日
野
中
納
言
資
矩
」
が
「
前
権
大
納
言
」
で

あ
る
「
余
」
の
求
め
に
応
じ
て
書
写
し
た
本
で
あ
る
が
、
鉄
心
斎
文
庫
に
は
こ
の
日
野
資
矩

（
一
七
五
六
〜
一
八
三
〇
）
が
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
書
写
し
た
『
伊
勢
物
語
』
が
存

し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
裾
野
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
な
お
資
矩
は
、

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
七
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。
図
録
18
。

（
加
藤
）

﹇
九
八
―
二
三
一
﹈

〔
江
戸
後
期
〕
写

二
四
・
三
×
一
六
・
五
糎 

列
帖
装
一
帖
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39

伊
勢
物
語　
細
川
幽
斎
筆 

烏
丸
光
広
補
筆

奥
書
は
附
さ
れ
な
い
が
、
巻
尾
に
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
年
紀
を
記
す
烏
丸
光
広

（
一
五
七
九
〜
一
六
三
八
）
に
よ
る
識
語
が
あ
り
、
細
川
幽
斎
（
一
五
三
四
〜
一
六
一
〇
）

の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
証
さ
れ
る
。
筆
跡
の
特
徴
か
ら
み
て
幽
斎
に
よ
る
書
写
本
と
考
え

ら
れ
る
。
光
広
の
識
語
に
は
、
当
該
写
本
の
途
中
に
和
歌
一
首
の
脱
落
が
あ
り
、
そ
れ
を

補
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
記
載
の
通
り
四
十
四
丁
表
の
左
端
に
「
女
」
と
記
さ
れ

て
い
た
部
分
を
摺
り
消
し
て
上
部
欄
外
に
転
記
し
、空
白
と
な
っ
た
部
分
に「
い
は
ま
よ
り
」

の
一
首
が
光
広
の
手
に
よ
り
補
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
十
年
の
年
紀
の
あ
る
古
筆
了
佐
の

折
紙
の
ほ
か
、
三
通
の
鑑
定
書
類
を
附
属
す
る
。
図
録
18
。

（
海
野
）

﹇
九
八
―
二
六
八
﹈

〔
室
町
末
江
戸
初
期
〕
写

二
四
・
五
×
一
六
・
八
糎 

列
帖
装
一
帖




